
第２回 枝幸町立北地区小学校適正化準備会議  会議記録 

【日 時】令和 8 年 3 月 24 日（火）13 時 00 分 

【場 所】枝幸町中央コミュニティセンター  1 階コミュニティーサロン 

【参加者】 

・委 員：9 名 

・教育委員会：4 名 

【議事次第】 

1. 開 会 

2 .    議 事 

 （1）各地域部会報告について 

 （2）スクールバスについて 

 

【議事（1）各地域部会報告について】 

各部会長より、これまでの地域部会における検討状況について説明 

〇目梨泊小学校部会 

 ・統合前交流学習について、交流は年間 5 回と聞いていたが、もう少し回数があると考え 

ていた。可能であれば、交流の機会を増やすことができないかとの意見があった。 

  ・閉校式の準備（記念行事等）については、現時点では協賛の体制が整っていないため、 

具体的な内容の決定していないが、今後、検討を進めていく。 

  ・閉校式等については、単独で行う。 

 ・本会議での決定事項ではないが、教職員体制について、現行体制の継続を望む意見があ 

った。 
 
〇枝幸小学校部会 

 ・統合前交流について、行事日程や修学旅行・宿泊学習等を考慮し、年間 5 回を基本とす 

る。ただし、Zoom 等の ICT を活用した交流については、工夫次第で対面以外の交流回 

数を増やすことの可能性を検討する。 

・地域祭りへの対応について、他地域から参加する児童は「自己欠（欠席扱い）」とする 

方向性で考えている。 

・統合を見据え、各校区ごとの担当教員をあらかじめ決め、地域行事に顔を出すなど、児 

童との関係づくりを進めていく。  
 

〇岡島小学校部会 
 ・適正化に関わる不安解消に向けた要望として、①統合前交流の充実および実施回数の増 

等、②統合後の児童の心理面でのケアのためのカウンセラーの充実、③学校へのスマー 
トフォン持ち込みの検討（保護者との連絡手段）について意見があった。 

・閉校式、記念式典、記念誌等については、岡島小学校のみでの実施（2 月）を希望し、 



記念誌については作成する方向で検討する。 
・統廃合後の地域行事への参加に関する対応について確認したいとの意見があった。 
 
〇山臼小学校部会 
・現在は、地域全体を交えた十分な協議には至っておらず、役員会など限られた場での意 

見交換が中心となっている。 
・地域行事への参加や学校との関わり方については、今後、地域の皆さんの意見を聞きな 

がら検討を進めていく必要がある。 
 
【議事（2）スクールバスについて】 

 
〇目梨泊小学校部会 

 ・教育委員会から示されている運行案どおりでよい。 
 
〇枝幸小学校部会 

 ・児童の降車場所（バス停）について、拠点校となる学校周辺では登下校時間帯に児童の 

動きとスクールバスの乗降が重なることが懸念されており、安全な乗降場所の設定が必 

要であるとの意見があった。 
 
〇岡島小学校部会 
 ・岡島地区としては、個別送迎での対応を希望する。 
・学童保育所を利用している児童についても、下校時刻に合わせたスクールバスへの乗車 

を希望する。 
 
〇山臼小学校部会 
・現在の運行案は、スクールバスの路線が、浜側を通ることとなっていることから、喜ば 

れているが、まだ、他地区との路線の調整があることを理解してもらっている。 
 

【事務局報告】 

第 1 回会議での意見を受け、「枝幸町立小学校及び中学校の適正規模・適正配置に係る準

備会議規程」に、「会議は、各構成学校ごとに 1 名以上が出席しなければ開くことができな

い。」との規定を追加する改正を行った。 
 

【意見交換】 

① 地域行事（お祭り）への参加・出欠扱いについて 

〇 地域のお祭りに子どもが参加する場合、学校における「欠席」や「自己欠（自己判断 

による欠席）」の取扱いは、決定事項なのか。 

 ・地域や学校によって取扱いが異なると、子ども同士で「不公平感」を感じないか。 

・クラスの中で嫌な思いをする子が出ないか、子どもの気持ちへの配慮が必要である。 

→ 今回の内容は「決定」ではなく、今後、教育委員会において各学校の状況を確認し 

たうえで、地域および学校を交えて整理・協議していく。 
 



② スクールバスの運行について 

〇現在の運行案では、枝中生徒が枝小児童より先に降車することとなっているが、枝小児 

童を先に降車させた方がよいのではないか。 

→ 降車順は変更可能であるため、前向きに検討する。 

〇待機場所（待合所）の設置について 

（悪天候時〔雨・雪・風〕への対応、熊・不審者対策） 

→ 待合所の必要性については、教育委員会として認識しており、コミュニティセン 

ター等の公共施設の活用を含め、現実的な運用方法を検討していく。 

    〇バスの現在地が分かる仕組み（アプリ等）の導入について 

     → 保護者の安心につながる意見として受け止めており、今後の検討事項とする。 

   〇今後の会議の日程について 

    ・各校において PTA や地域部会を開催し、十分な意見集約を行うため、会議日程は開 

催のおおよそ 2 か月前までに通知してほしい。 

     ・年間の開催予定（回数・時期）が事前に示されると、各校・各地域での準備がしや 

すくなるため、年間見通しの共有を検討してほしい。 

     → 会議準備の見通しを持ちやすくするため、年間のおおよその開催予定（回数・時 

期）について、可能な範囲で事前に共有できるよう検討する。 
 

【今後のスケジュール】 

・第 3 回準備会議は 5 月下旬から 6 月上旬に開催予定  

 ・スクールバスについて 

 ・拠点校の整備について 
 

 


